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【6月の生活目標】 シーンとしている「しずかゾーン」「玄関ホール」「はさみ歩き」 

 

【学校教育目標】  大浦を愛し 人とつながり 世界につながる  

～真剣いっぱい・感動いっぱい・笑顔いっぱいの大浦っ子をめざして～ 
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梅雨期に入り、室内で過ごすことが多くなる

６月に本校で取り組んでいることをいくつか紹

介します。 

 
６月の取組① しずかゾーン 
今月の生活目標は、下部に

も記載のように、『シーンとし
ている「しずかゾーン」「玄関
ホール」「はさみ歩き」』です。 
本校で「しずかゾーン」と呼

んでいる、１階玄関ホールか
ら保健室までを「はしらない、
さわがない、みぎがわを」の
「はさみ歩き」で通りましょ
うという取組で、そのこと
が、「しずかゾーン」以外の教
室等、室内での過ごし方に波及することをねら
っています。 
全校集会で担当の先生から話をしていただき、

共通理解しておりますので、子どもたちも意識
して取り組んでおり、成果につながっています。 

 

６月の取組②  
「本となかよし！わくわく読書ラリー」 

子どもたちが本に興味をもち、読書の楽しさ
を体験することで、読書習慣のきっかけをつく
ることを主な目的としているイベントですが、
外での活動が制限されがちな６月に、このイベ
ントを通して本に親しみ、静かに室内で過ごす
こともねらいの一つです。 
イベントの内容は、全児童に「読書スタンプ

シート」を配付し、図書室で本を１冊借りるご
とに、スタンプを 1つ押してもらえます。学年
ごとの目標冊数（低学年２５冊、中学年２０冊、
高学年１５
冊）を達成す
ると、「図書
室特別チケ
ット（５冊
券）」のごほ
うびがもら
える、という
ものです。 

 

図書館教育関連で
は、８日（月）の昼休み
に読み聞かせグループ
「どきわく」のみなさ
んに来校いただき、１・
２年生の子どもたちに
読み語り（今回は紙芝
居『まんまるまんま たんたかたん』と『皿や

しきのおきく』）を行っ
ていただきました。当日、
雨で外遊びができなか
った子どもたちにとっ
て、本に親しむ有意義な
ひと時となりました。 

 
 

６月の取組③ 食育指導 
子どもたちの健やかな成長のために、「食育」

は欠かせない柱の一つです。本校では、食育指
導の一環として、学校栄養職員による給食時間
の教室訪問指導を行っています。 
１８日（木）は、５年２組の子どもたちを対

象に、「朝食の大切さ」についての話がありまし
た。今後も定期的に取り組んでまいりますが、
ご家庭でも子どもたちと「食」について話す機
会を、設けていただき、
学校と家庭が手を取り
合って、子どもたちの
食生活を見守り、支え
ていきたいと考えてお
ります。 

 

ありがとうございました。 
１５日（月）、南大浦老人クラブ連合会の会員

のみなさまが子どもたち、学校のために縫って
くださった雑巾８０枚
を贈呈していただきま
した。毎年、いただい
ている雑巾、きれいな
学校をいつまでも維持
できるよう、子どもた
ちの奉仕的活動に役立
てるよう、大切に、そ
して有効に使わせてい
ただきます。本当にあ
りがとうございました。 
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